
富美小だより 
     令和５年１１月２２日 

     湧別町立富美小学校 文責 長﨑 祐紀 

  
 今年の学芸会はようやく「制限なし」で開催することができました。インフルエンザも流行している

中で心配されましたが、富美っ子はみんな元気に当日を迎え、今まで練習してきた成果を遺憾なく発揮

することができました。演目の一つ一つを丁寧に表現している姿は、とても立派でした。地域の皆様や

祖父母の方々、ご来賓の皆様を迎え、にぎやかで素敵な学芸会になったと思います。今年は職員の出し

物もありました。黒川教頭先生の作詞・作曲による「富美小の思い出」を、これまた教頭先生作のスラ

イドをバックに職員で歌いました。来年の閉校式には、児童も含め、みんなで歌えるといいですね。 

来年度は最後の学芸会。児童数も少なくなることが見込まれ、寂しくなりそうですが、今年の学芸会

に負けないくらい元気で盛り上がる学芸会にしたいものです。 

 保護者・祖父母の皆様には最後まで温かい拍手やご声援をいただきまして、心より感謝申し上げます。

ありがとうございました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １５日（水）には、本校を会場に、オホーツクへき地・複式教育連盟第３７回研究大会が行われました。当

日には富美小に６０人近くの先生方が来校され、富美小児童の学習の様子を参観されました。複式学級である

１・２年生、５・６年生の授業を公開しました（４年生のみなさんには申し訳ありませんでした）。低学年は

開盛小学校と遠隔でつなぐ生活科の授業を、高学年は自分たちでｉｐａｄに考えやわかったことを、見やすく

整理する社会科の学習をと、ＩＣＴを活用した学習を行いました。児童たちは緊張しながらも、いつも通りの

学習スタイルを自然に進めることができていました。日々の学習が生かされ、その後の研究協議内では、参観

者から「児童の話し方が素晴らしい」「主体的に学びを進めている」「ＩＣＴが有効に活用され、子どもたちが

使いこなしている」など褒めていただくことができました。いただいた様々なご意見や課題をもとに、今後の

富美の教育に生かしてまいります。ご来校いただいた皆様には、何らかの「日常の学びのヒント」を持って帰

られていれば幸いです。なかなか来ることのない富美小…なのですが、閉校を前によいアピールができた場と

なりました。児童の皆さん、よく頑張りました。 

 

 

 

 

 

 

 

    ◆学校教育目標 

『心豊かでたくましく 

   実践力のある子どもの育成』 

「ともだち大すき べんきょう大すき 

 うんどう大すき ふるさと大すき」 



１２月の主な行事予定 
１日（金） 全校参観日 PTA役員会  

４日（月） 全校朝会  

５日（火） フッ化物洗口 遠隔工場見学（森永） 

      全学年５時間目 

６日（水） ＡＬＴ ＡＤ訪問 

７日（木） クラブ⑥ ＡＬＴ 

８日（金） 漢字博士大会④ 

１１日（月） 全校朝会 

１２日（火） フッ化物洗口 個人懇談（～１４日） 

１３日（水） 個人懇談 ＡＬＴ 

１４日（木） 個人懇談 クラブ⑦ ＡＬＴ  

１８日（月） 全校朝会 上中保護者説明会 

１９日（火） フッ化物洗口 

２０日（水） ＡＬＴ 移動図書 

２１日（木） クラブ⑧ ＡＬＴ  

２２日（金） 富美の日 児童集会 

２５日（月） 大掃除 冬休み前集会  

２６日（火） 冬季休業（～１/１７（水）まで） 

２９日（金）～１月５日（金） 学校閉庁日 

 

 不審者に対しての対応の仕方や安全な行動の

取り方や避難の仕方を学ぶために、今年も遠軽警

察署生活安全課及び上湧別交番の警察官の方を

お招きして防犯訓練及び SNS 使用に関する講習

を行いました。 

 「不審者が侵入」と言っても、今年の不審者は

「熊の沢に前にいた山本だが、学校を見せてほし

い」と言ってなかなか学校から出て行ってくれな

い人の想定でした。大きな声を出したり、暴れた

りする人物をイメージしていた管理職は、どう対

応するべきか迷ってしまいます。何が目的かわか

らない「不審な人」というのが、結構リアルで、

通報を担当している養護教諭も判断に苦慮して

いる姿がありました。警察に通報し、状況を判断

した教師の誘導で、児童たちは速やかに目につか

ない場所に安全に避難することができました。ど

んな人物がやってくるか想像できません。まずは

児童の命が最優先です。本校も改めて施錠の重要

性を確認し、児童在校中の玄関の施錠を徹底しま

す。ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力を

よろしくお願いいたします。 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「公開研でお客様がたくさん来るだろうから」と、村田さんが畑の整備をしてくださっていました。細かな

ご配慮をいただき、ありがとうございました。 


